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　今年も９人の若者が来町し、８
日間の滞在中にさわやかな一陣
の風を巻き起こして大学の寮へ

帰って行きました。 
　ホストファミリーの感想にあるように、「本当に刺激
的で感動ある１週間」「日本語の大切さを感じました」
「とても楽しかったです」「１週間の素敵な心の旅」、さ
まざまな多くの出会いを作ってくれました。そして、与
えてくれた感動を生かしたい、伝えたい、話したいと思
う気にさせてくれます。 
　来年以降も、是非とも続けていきたいと決意をあら
たにしました。　　　　　　　　　　　　　　（Ｏ生） 

オドノー 

ベロニカ 

ソウラブ ニシュー チャリン タン 

ソブド ホラン グスタボ 

見事な子どもたちの作品 見事な子どもたちの作品 見事な子どもたちの作品 

　今年も8月5日から8月12日までの8日間、6カ国9人の留学生が稲美町でホームステイをし、
様々な交流を行いました。たくさんの交流を重ねた留学生と行事参加者、そして、ホスト
ファミリーの皆さんからこころ温まるメッセージが生まれました。 

ふれあい交流“いなみ野の里” 

　6月23日（土）、鄭吉子さん（国岡）にご指導い
ただき、韓国家庭料理に挑戦しました。集まった
15名の参加者たちは、汗をかきかき、辛くて美
味しい韓国料理に舌鼓を打ちながら、キムチや韓
流ドラマの話に大いに花を咲かせました。韓国へ
の親近感がより一層強まったひと時でした。 
　 
メニューは 
テンジャンチゲ（韓国式味噌鍋） 
キンパ（ナムルとご飯と海苔で巻いた海苔巻き） 
オイキムチ（きゅうりのキムチ） 
※この3品に加え、鄭さんの手製の白菜キムチや
トッポッキという餅料理をいただきました。 

　絵画交流を続けている天津市武清区の第八小学校
から、今年も55点の作品が送られてきました。素晴ら
しい作品ばかりです。作品の一部は、8月の間、役場の
ロビーに展示しましたので、ご覧になられた方もたくさ
んいらっしゃることと思います。少しずつではありますが、
絵画を通じた交流が深まっています。 
　来年1月には稲美町の子どもたちの作品を送る予定
です。 

▲作品の一部を役場ロビーに展示しました 

▲唐辛子が入っているので新陳代謝が良くなり美容にも効果有り！ 

　李承峰先生を講師にお招きし、7月から全12回
にわたる韓国語講座を開催しました。 
　発音の仕方やハングルの読み方など、基本的な
韓国語から熱心に学ぶ参加者。また、講義の合い
間に飛び出す韓国
の生活事情のお話
に、今まで知らな
い韓国を知ること
ができ、みなさん
熱心に耳を傾けま
した。 
 

▲李先生の講義に熱心に耳を傾ける参加者たち 

　食欲の秋がやってきました！今回は、日本語教室を受講中の在住外国人の皆さんにもお声掛けし、みん
なでワイワイ言いながらバーベキューをしたいと思います。 
　外国人との交流に関心のある人、これから関心を持とうかなと思われていらっしゃる人など、どなたで
も気軽に参加できますのでお待ちしております。 
 
と　き　　10月28日（日）　11：00～14：00 
ところ　　稲美中央公園バーベキューサイト 
参加費　　会員500円、非会員800円 
備　考　　※会費の他に、何か一品持ち寄ってください。（食べ物が歓迎されます） 
　　　　　※話とか、楽しい時間の過ごし方も持ち寄ってください。 
定　員　　30名程度　　 
申込期限　10月22日（月） 

よし こ しょう ほう 

（０７９）４９２ 
（０７９）４９２ 

第19号 
2007. 10. 1

第19号 

8

　今年も９人の若者が来町し、８
日間の滞在中にさわやかな一陣
の風を巻き起こして大学の寮へ

帰って行きました。 
　ホストファミリーの感想にあるように、「本当に刺激
的で感動ある１週間」「日本語の大切さを感じました」
「とても楽しかったです」「１週間の素敵な心の旅」、さ
まざまな多くの出会いを作ってくれました。そして、与
えてくれた感動を生かしたい、伝えたい、話したいと思
う気にさせてくれます。 
　来年以降も、是非とも続けていきたいと決意をあら
たにしました。　　　　　　　　　　　　　　（Ｏ生） 

オドノー 

ベロニカ 

ソウラブ ニシュー チャリン タン 

ソブド ホラン グスタボ 

見事な子どもたちの作品 見事な子どもたちの作品 見事な子どもたちの作品 

　今年も8月5日から8月12日までの8日間、6カ国9人の留学生が稲美町でホームステイをし、
様々な交流を行いました。たくさんの交流を重ねた留学生と行事参加者、そして、ホスト
ファミリーの皆さんからこころ温まるメッセージが生まれました。 

ふれあい交流“いなみ野の里” 

　6月23日（土）、鄭吉子さん（国岡）にご指導い
ただき、韓国家庭料理に挑戦しました。集まった
15名の参加者たちは、汗をかきかき、辛くて美
味しい韓国料理に舌鼓を打ちながら、キムチや韓
流ドラマの話に大いに花を咲かせました。韓国へ
の親近感がより一層強まったひと時でした。 
　 
メニューは 
テンジャンチゲ（韓国式味噌鍋） 
キンパ（ナムルとご飯と海苔で巻いた海苔巻き） 
オイキムチ（きゅうりのキムチ） 
※この3品に加え、鄭さんの手製の白菜キムチや
トッポッキという餅料理をいただきました。 

　絵画交流を続けている天津市武清区の第八小学校
から、今年も55点の作品が送られてきました。素晴ら
しい作品ばかりです。作品の一部は、8月の間、役場の
ロビーに展示しましたので、ご覧になられた方もたくさ
んいらっしゃることと思います。少しずつではありますが、
絵画を通じた交流が深まっています。 
　来年1月には稲美町の子どもたちの作品を送る予定
です。 

▲作品の一部を役場ロビーに展示しました 

▲唐辛子が入っているので新陳代謝が良くなり美容にも効果有り！ 

　李承峰先生を講師にお招きし、7月から全12回
にわたる韓国語講座を開催しました。 
　発音の仕方やハングルの読み方など、基本的な
韓国語から熱心に学ぶ参加者。また、講義の合い
間に飛び出す韓国
の生活事情のお話
に、今まで知らな
い韓国を知ること
ができ、みなさん
熱心に耳を傾けま
した。 
 

▲李先生の講義に熱心に耳を傾ける参加者たち 

　食欲の秋がやってきました！今回は、日本語教室を受講中の在住外国人の皆さんにもお声掛けし、みん
なでワイワイ言いながらバーベキューをしたいと思います。 
　外国人との交流に関心のある人、これから関心を持とうかなと思われていらっしゃる人など、どなたで
も気軽に参加できますのでお待ちしております。 
 
と　き　　10月28日（日）　11：00～14：00 
ところ　　稲美中央公園バーベキューサイト 
参加費　　会員500円、非会員800円 
備　考　　※会費の他に、何か一品持ち寄ってください。（食べ物が歓迎されます） 
　　　　　※話とか、楽しい時間の過ごし方も持ち寄ってください。 
定　員　　30名程度　　 
申込期限　10月22日（月） 

よし こ しょう ほう 



3 2

8日間の記録 
老
人
ク
ラ
ブ
交
流
　
感
想
文 

　
モ
ン
ゴ
ル
の
ホ
ラ
ン
ち
ゃ
ん
に

指
導
し
ま
し
た
が
、本
当
に
初
め

て
と
思
え
な
い
ぐ
ら
い
上
手
に
作

っ
て
い
ま
し
た
。 

小
山
　
恵
美
子 

 

　
日
本
の
こ
と
を
学
ぼ
う
と
い

う
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
て
、大
変
有

意
義
だ
っ
た
。 

沼
田
　
典
生 

 

中
学
生
交
流
　
感
想
文 

　
交
流
会
の
参
加
で
、こ
ん
な
に

い
ろ
ん
な
国
の
人
た
ち
と
触
れ
合

う
こ
と
が
で
き
る
な
ん
て
思
っ
て

も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
普
段
な
ら

外
国
人
と
交
流
す
る
機
会
が
な
い

の
で
、交
流
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。 

藤
原
　
明
穂 

 

　
前
回
の
交
流
で
は
や
ら
な
か
っ

た„
料
理
“と
い
う
企
画
を
加
え

て
取
り
組
ん
だ
の
良
か
っ
た
。
日

本
の
文
化
を
紹
介
す
る
こ
と
も

で
き
た
し
、相
手
の
国
の
こ
と
も

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。お
互

い
の
こ
と
を
知
れ
た
今
回
の
交
流

は
、自
分
に
と
っ
て
も
の
す
ご
く

為
に
な
る
も
の
だ
っ
た
。 

沼
田
　
聡
子 

 

姫
路
城
見
学 

　
世
界
中
有
名
な
じ
ょ
う（
城
）

を
旅
行
し
て
、ほ
ん
と
う
に
う
れ

し
い
で
す
。日
本
の
文
化
と
か
歴

史
に
つ
い
て
、良
い
勉
強
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。 

ソ
ブ
ド 

　
日
本
に
来
て
か
ら
い
ろ
い
ろ
見

学
し
た
こ
と
が
あ
る
。で
も
こ
の

見
学
が
一
番
お
も
し
ろ
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。い
な
み
の
の
さ
と
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
関
係
者
の
皆
様
は
、

留
学
生
を
と
て
も
世
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。日
本
の
れ
き
し

に
つ
い
て
も
、た
く
さ
ん
な
ら
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
満
足
で
楽
し
い
見
学

ま
た
し
た
い
で
す
。 

ソ
ウ
ラ
ブ 

 

小
学
生
交
流
感
想
文 

　
今
日
、留
学
生
の
人
と
い
っ
し
ょ

に
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、習
字
、折
り

紙
な
ど
を
し
て
、他
の
国
の
こ
と

も
分
か
っ
た
し
、自
分
の
国
の
こ
と

も
教
え
れ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

濱
野
　
あ
や 

 

　
今
日
は
外
国
の
人
た
ち
と
習

字
や
た
く
さ
ん
の
ゲ
ー
ム
を
し
て

楽
し
か
っ
た
で
す
。
タ
ン
さ
ん
に

折
り
紙
で
舟
の
作
り
方
を
教
え

て
も
ら
っ
て
、つ
る
も
知
っ
て
い
た

の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
日
本
の
い
い
こ
と
を
知
っ

て
ほ
し
い
で
す
。 

小
杉
　
樹 

 

万
葉
茶
会
　
感
想
文 

　
日
本
の
こ
と
に
つ
い
て
深
く
知

ろ
う
と
し
て
い
る
気
持
ち
が
強
く

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
僕
た
ち
が

普
段
何
気
な
く
思
っ
て
い
る
こ
と

に
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に

も
驚
き
ま
し
た
。貴
重
な
体
験
が

で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。 

中
谷
　
昌
彦 

　
出
来
上
が
っ
た
お
花
を
見
て
、

笑
っ
て
い
る
留
学
生
を
見
て
、と

て
も
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。
英
語
が
苦
手
で
、楽
し
く
話

せ
る
か
心
配
だ
っ
た
け
ど
、留
学

生
の
日
本
語
が
上
手
だ
っ
た
の
と
、

伝
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
、会

話
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

武
田
　
衡
枝 

 

ふ
れ
あ
い
交
流
会
　
感
想
文 

　
大
勢
の
人
を
前
に
、国
の
こ
と

を
話
し
た
こ
と
は
今
回
が
最
初

で
す
。
だ
か
ら
、色
々
な
こ
と
を

話
し
た
か
っ
た
で
す
が
、忘
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。歌
っ
て
い
る
と
き
、

皆
さ
ん
に
拍
手
し
て
も
ら
っ
た
の

に
感
心
し
ま
し
た
。い
な
み
町
の

人
は
、外
国
の
こ
と
を
知
り
た
が

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

タ
ン 

 

　
ス
ピ
ー
チ
す
る
の
は
ず
い
ぶ
ん

楽
し
か
っ
た
で
す
。
伝
言
ゲ
ー
ム

も
大
変
よ
か
っ
た
で
す
。
英
会
話

の
授
業
を
受
け
て
い
る
お
じ
さ
ん

と
お
ば
さ
ん
た
ち
と
話
す
の
は

楽
し
く
て
、日
本
語
の
会
話
の
練

習
も
ち
ゃ
ん
と
で
き
た
か
ら
う
れ

し
い
で
す
。ス
ピ
ー
チ
の
と
き
は

緊
張
し
た
け
れ
ど
、お
母
さ
ん
の

方
を
見
た
ら
自
信
が
で
き
た
の

は
本
当
で
す
。 

ニ
シ
ュ
ー  

8月 
8月 
 
8月 
8月 
 
8月 
 
8月 
8月 
8月 

対面式・歓迎会 
老人クラブ交流 
中学生交流 
姫路城見学 
小学生交流 
万葉茶会 
料理教室 
ふれあい交流会 
フリータイム 
フリータイム 
お別れ会 

5日（日） 
6日（月） 

 
7日（火） 
8日（水） 

 
9日（木） 

 
10日（金） 
11日（土） 
12日（日） 

8日間の日程 

ふれあい交流“いなみ野の里” 

8日間の記録 8日間の記録 

▲はじめまして 

▲真剣に取り組んでいます 

最
初
の
部
分
が
難
し
い
ん
だ
よ 

玉
ね
ぎ
は
す
り
お
ろ
し
て
く
だ
さ
い 

▲ 

▲ 

▲ 

　9名の留学生たちが、町内の
たくさんの方々とふれあい、交
流を深めましたのでお知らせし
ます。 

真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
す 

▲ 
じ
ゃ
ん
け
ん
ポ
ン 

▲ 
こ
の
く
ら
い
で
い
い
で
す
か 

▲ 皆さんありがとうございました 

▼お点前頂戴いたします 

▼初めてのおにぎり 

▲おにぎりに挑戦 

▲民族衣装でハイ・チーズ 

え 

の
り 

あ
き 

さ
と 

い
つ
き 

ま
さ 

ひ
こ 

こ ほ お 

ひ
ろ 

え 

み 

こ 
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ニシュー 
　稲美町に来る前に、水田ファミリーに手紙を書いたが、水田ファミリーについてあまりわからなかった。しかし、
ホームステイプログラムで一週間水田ファミリーのお宅で遊んだり、毎日お母さんの美味しい食事を食べたりし
たから、水田ファミリーは大変優しくて、楽しいファミリーだということがどんどんわかってきた。 
　毎日、日本語で話せたし、書道も少し習えたのはお母さんの我慢のお陰です。私は普段の会話では日本語もあ
まり出来なかったから電子辞書を使うことが多かった。少しだけ大阪弁も習ったから大阪外国語大学の先生たち
と友だちをビックリさせるつもりです。私の稲美町のご両親はインドの両親のようにお世話してくださったから、
稲美町にいる時にはインドの両親の家に戻ってきたかといつも考えた。お母さん、これはほんまにお世辞じゃな
くて私の心の底からの感謝の気持ちです！！もし、このホームステイの間に私にどこか間違いがあれば、大変申し
訳ありません。 
　毎日、行事がいっぱい、あってホームステイはずいぶん面白かったです。中学校や小学校や老人クラブとの交流
は楽しくて、永続的な経験でした。習字をしたり折り紙をしたり、学生たちと遊んだりするのは大変楽しかったで
す。日本料理の調理も面白くて、大切なことでしたから、できるようになって嬉しいです。 
　もし、時間があったら私はぜひまた稲美町に行きたいです。私たち留学生のための様々なわざわざの行事や
お世話などのために、どうもありがとうございました！！！ 

タン 
　今日はもう最後の日になります。稲美町で楽しい時を過ごしました。一週間色々な所へ行って、色々なことを経験しました。稲美町の人たちはどこでも親切に歓迎した
り、交流したりしました。本当に感心しました。 
　私の一番思い出に残るのは老人クラブと交流することです。おばあさん、おじいさんたちから草履の作り方を習って、話しの中で日本の歴史も少し分かりました。昔の日
本人の生活は厳しかったのも知ったし、日本人の大変な努力も感服します。今、私は国費留学生として日本にいます。だからもっと頑張って勉強すると思います。 
　稲美町にいる間、忘れられないことはホスト家族と生活したことです。家族といる間、日本文化や習慣が少しわかりました。家族の人たちはとても親切です。一週間子ど
もたちや家族の人たちと楽しく遊ぶことができました。特に家族の習慣は良かったと思います。毎日、家族の人たちが仏様に手を拝することを知りました。それから、いつ
も食事の時、たくさんの家族が集まって、和やかな雰囲気を感じました。お母さんは毎日朝早く起きて、朝食をつくって、掃除をして、私を送って、迎えに行き、忙しかったはず
です。その他に私を図書館、プラネタリウムに連れて行きました。面白かったです。８月１１日に家族と大池まつりに行きました。お母さんは浴衣を着せてくれて、化粧もして
くれました。日本に来て初めて見ることを体験することが多かったです。浴衣を着て花火大会に行ったのは素晴らしかったです。最初は歩きにくかったのですが、帰る時は
慣れました。 
　ホスト家族との交流だけではなくて、近所の人たちとも話すことができました。近所の人たちが集まって、ベトナム料理を作ったり、ベトナムの話をしたりしました。私も嬉
しくて「ＡＯＤＡＩ」を着て、皆様と一緒に写真を撮りました。最後におばあさんたちは盆踊りをおどり、お母さんは太鼓も上手でした。それから近所のおばあさんは着物をき
て、上手に踊りをしてくれました。感心しました。 
　ホームステイの間、国のこともたくさんの人に知ってもらい、日本文化や習慣も知ることができて、ホームステイに参加して大変良かったと思います。 

　初めてのホストファミリーの第１日目を私たち家族は不安とそれ以上のワクワクした気持ちで迎えていました。う
ちに来てくれたのはインドのニシューという青年でした。来年からインドに赴任する主人の影響もあり、私たち家族
はインドにとても興味がありました。ですので、ニシューがうちに来てくれたことに何か「縁」のようなものを感じて
いました。 
　彼は５カ国語＋日本語ができ、しかも彼の日本語はとても流暢で、私たち以上に日本のことをよく知っていました。

インドの宗教のこと、カースト制、生活、教育、食事のマナーやインド
式数学など、たくさんのことを教えてもらい、びっくりすることばかり
でした。インドの気温も暑いということは知っていましたが、５０℃を
超えるとのことでした。しかも、列車にはエアコンのついている車両
は２両しかなく、料金は倍以上も違うため、暑い車両は満員でその列
車で３日間かけて移動することもあるとか・・・。 
　それ以上に驚いたことは、彼が努力家であるということでした。毎
晩遅くまで勉強し、できない時は早朝から勉強するなど、自分に厳し
く１８才とは思えないしっかりした子でした。 
　ニシューとすごしたこの大切な時間と彼から学んだ多くのことを、
これからの私たちの生活に生かして行きたいと思います。 
　すっかりうちの子になってくれたので、彼がいなくなった今でも私
は「お母さん～」って呼んでくれた気がして振り返ってしまっています。 
　ニシューまた来てね。 

水田　克美 
留学生　コカテ・ニシャド・ヴァサント（インド）　　愛　称　ニシュー 

福井　友美 
留学生　ニャムゲレル・ホラン（モンゴル） 
愛　称　ホラン 

杉本　和恵　　留学生　ズーン・グエト・タィン（ベトナム）　　愛　称　タン 

かつ み とも み 

ベロニカ 
　来日してからいろいろな経験をしましたが、稲美町で過ごした時間はきっと忘れない経験になります。このふ
れあい交流“いなみ野の里”が終わった後、私がどんなに嬉しく思っているのか言葉では伝えられません。数え
切れないほど珍しいことを見たり、聞いたり、習ったりして、日本人の日常生活のいろいろな面について知ることが
できました。 
　初めて日本の伝統的な料理を自分で作ってみたので、作り方もわかりました。これからは自分で出来るように
なりました。その上、茶道を見たり、生け花をしたり、日本特有の文化に関する習慣を知ることが出来ました。さら
に、老人と会話をしながら“わらじ”を作ることも楽しみました。老人だけでなく、多くの学生とも会いました。学
生は我々に習字と折り紙を教えてくれたり、一緒によく遊びました。 
　この一週間の経験は全部素晴らしく、その中でも私の受入れ家庭と会うのは一番良いことでした。私に対し
て彼らの態度は親切というだけでなく、素晴らしかったです。私も本当に家族の一員として生活しました。一緒
にいろいろなことを楽しみました。様々なところへも行きました。家でもたくさん笑ったり、会話をしたりしました。
私の家族は私にほとんどのことを教えてくださいました。子どもたちとも友だちになりました。今週体験したこと
は、全てのことがいい経験でした。 
　この一週間に対し、私の感謝を「どうもありがとうございます」を使って伝えたいです。 

　週末に少々のスポーツを楽しむことで日々のストレスを解消して
いるごく普通のサラリーマン。私の家族は、何をやらせても少々暴走
し、突っ走る会社員の妻、必殺ハニカミ王子長男(５)、おちゃらけ拳法
家次男(４) の４人家族です。長男のハニカミを治すために参加させ
て頂くホストファミリーは、今回で２回目となります。留学生迎え入れ
の段階で、普段適当である私が妻から得た情報では、今年はブルガリ
アの女の子らしいとのこと。しかも紹介写真を見るとかわいらしい
欧州人です。妻と協力し、年中散らかっているおもちゃを片付け、自
作の縁台でバーベキューという計画を立ててベロニカを迎え入れま
した。対面式で現れたベロニカは、実際写真での印象どおり、活発な、
気遣いのある女の子です。初日、おじいちゃん・おばあちゃん・姉夫婦
と一緒にお好み焼きパーティーで楽しい時間を過ごしました。彼女
の日本語はとても上手でみんなとの会話にも不自由しませんでした。
後片付けをするころにはもう彼女は家族の一員になっていました。 
　普段の生活は、妻より紹介します。翌日からは、幼稚園の送り迎えと同様で、稲美町のスケジュールに従い送迎し、
晩ご飯は日本食の定番（親子丼・肉じゃが）を一緒に作りました。彼女は鶏が好きとのこと、食事もほとんど完食。マ
グロやサーモンの寿司も箸で上手に食べてくれました。さて、ブルガリアと言えばヨーグルト！？向こうでは、スープや
サラダ料理に用いられ、日本のシュガーレスヨーグルトでも甘過ぎるらしい？本当かな？次の家族旅行は真相を確か
めにブルガリアまで行くぞ!!　･･･以上妻より。 
　週末のフリータイムでは、須磨水族園でイルカショーを楽しみました。実は、妻が仕事の都合で一緒に行けず、『皆
を楽しませてきて～』というものでした。この日はとても暑く子どもたちの愚痴・わがままも耐えません。私の中で普
段経験できず楽しめたことは、外国の若い女の子と子ども連れの疲れたお父さんの組み合わせに不思議がる周囲
の視線が心地よかったということです。次の日は社高校にて豆腐作り体験。ベロニカたちが作った冷奴と創作大豆
カレーをいただきました。カレーをもお箸で食べきった彼女に日本へのスピリットを感じました。 
　あっという間に楽しい一週間が過ぎて、お別れ会。妻とベロニカの抱き合って泣く姿は、テレビドラマでしか観るこ
との出来ない光景でありとても印象的でした。 
　おちゃらけ拳法家の息子（彼女と一番仲良くなった）は対面式の直後から彼女の手を取り最後までエスコート。我
が家のハニカミ王子は期待どおり影響を受け、逞しいわんぱく王子に変わりつつあります。こうして得た新しい家族
の成長がとても楽しみです。 

米澤　昌泰 
留学生　ドゥホフニコヴァ・ベロニカ・アドコヴァ（ブルガリア）　　愛　称　ベロニカ 

まさ ひろ 

かず え 

　昨年、ホストファミリーをしていた米澤さんの話を聞
いて、凄く興味が沸き、夏休みの思い出作りになれば・・・
と申し込みを考えたものの、我が家は狭く、２人の手の
かかる子どもがいるなど、いくつも不安材料が・・・。そ
んな状況の中、無謀にもチャレンジすることにしました。
当日を迎えるまでは、ただ楽しみでワクワクしていたけ
れど、いざ当日が来ると、さすがに緊張・・・。でも、バス
から降りてきた彼女を見て話をする前から、何だかホ
ッとした気持ちになった。我が家にやってきたのはモ
ンゴル出身の“ホラン”。話をすると、とても日本語が
上手で明るく、そんなに年も離れていなかったので妹
が泊まりに来たようですぐに打ち解けられた。子ども
たちも、顔だちが日本人と近かったし日本語がペラペラ
だったので、外国人という感じではなく、普通にお姉ち
ゃんが来ているという感じでごく自然になついていき、
そんなこんなで１週間の５人家族の
生活がスタート。 
　本当に外国からの留学生との生活
といった感じではなく、自然と家族が
１人増えたといった、ごくありふれたいつもと変わりな
い毎日。気が付けばホームステイも残り３日となってい
た。フリータイムの１日は、みんなで須磨寺と水族園へ
行った。海のないモンゴル出身の彼女は、魚をとても
興味深そうにじっくり観察していた。そんな彼女と一
緒に水族園をまわって、何度も行ったことのある場所
なのに何だかとっても新鮮に見えました。そして、あっ
という間に最後の日・・・。とても寂しく、主人も私も子
どもたちも別れるのがとても悲しかったです。でも、こ
の１週間は私たち家族にとってとても貴重で有意義な
時間になりました。本当に良い思い出作りができました。 
　彼女が帰ってからもう何日も経つのに、２才の娘は２
階の彼女が使っていた部屋に向かって“ホラン！！行くよ！！”
と呼んでいるし、私たち夫婦も相変わらず“片言の日
本語の話し方”や“オーバーアクション”の癖がなか
なか抜けそうにありません。 

ホラン 
　私は初めて“ホームステイ”に参加しました。“ホ
ームステイ”だから、ずっと家にいると思っていた
けど、違っていて本当に面白かった。私は４カ月ぐ
らい日本に住んだけど、今まで日本の生活につい
て、そんなに知らなかったのがよく分かりました。
“いなみ野の里”に来る前に、ホームステイの家
族はどんな人々だろう、何をしたらいいかなと思
ったけど、来たあとですぐ住み慣れて、本当の家
族みたいな感じがしました。毎日一緒に料理を
食べたり、栞太ちゃんと萌果ちゃんと遊んだり、お
互いの国について話をしたりしました。 
　福井家族は私を家族の人みたいに親類のみ
んなに紹介してくれたから、私はホームステイで
はなくて、自分の家に来たみたいな感じがしまし
た。福井家族は私に親切にしてくれてどうもあ
りがとうございましたと言いたいです。これから
いつも心の中に、篤史さん、友美さんと栞太ちゃ
んと萌果ちゃんという名前を思い出して住むつ

もりです。 
　老人の人々と会ったとき、畳のサ
ンダルの作り方を教えていただきま
した。作る途中で農民について色々

な話を聞かせていただいて、楽しかった。それで、
中学校に行ったとき、私たちを本当に有名な人々
みたいに、私たちのために素晴らしい音楽を弾
いてくれたから、嬉しかった。そして世界中に有
名な姫路城へ行きました。すごく珍しくて、素晴
らしかった。そして小学校の学生たちと会って、
学生たちと遊んでいたとき、子どものときに来た
みたいな感じがしました。私はずっと前から“万
葉茶会”と“flower　arrangement”と“日本の
料理”を作りたかった。それでふれあい交流のみ
なさんのお陰で、初めてしてみました。本当に気
持がいいです。皆さんにたくさんいい言葉を言
いたいけど、嬉しすぎて、何を言ったらいいかわか
りません。 
　皆さんのお陰で、こんどの一週間のホームス
テイは私にとっては、いつまでも、死ぬまで思い出
す大きな経験になりました。皆さんどうもありが
とうございました。 

オドノー 
　ホームステイのメンバーに選ばれたと聞い
た時、ホームステイプログラムに参加するのを
楽しみにしていました。私にとってはじめての
ホームステイなので、嬉しい反面少し不安もあ
りました。 
　歓迎式にはとても感動しました。そしてホス
トファミリーもとても素晴らしい人たちでした。 
　２日目は老人クラブのメンバーを訪ね、日本
の草履の作り方を教わりました。とても良かっ
たです。それから私たち留学生は稲美中学校
に行き、学生たちと楽しく過ごしました。学生
たちはとても親切でした。 
　８月８日には天満東小学校を訪ね、生徒と一
緒にゲームをして遊びました。自分の子ども
時代を思い出しました。その後、万葉茶会に参
加し、生け花も体験しました。そこで生け花に
とても興味を覚えました。茶道も経験し、とて
も心がさわやかになりました。日本の文化につ
いて２つの事を学び、ますます日本の文化に興
味を覚えるようになりました。 
　ホストファミリーはとても親切で、本国の両
親のことを思い出してしまいました。彼らと淡
路島に行ったり、ボーリング、トランプなど共に
たくさんの楽しいことをしました。 
　ホストファミリーはもちろん、稲美町そしてス
タッフの皆様のことをとても懐かしく思うこと
でしょう。ホームステイプログラムに参加でき
たことをとても嬉しく思っています。 

大向　ひな 
留学生　ゲレルト・オドンチメグ 
　　　　（モンゴル） 
愛　称　オドノー 

　初めてのホームステイの出会いは、ベトナムのタンさんでした。 
　事前に正直不安もありました。家族の一員として負担にならない範囲でお互いが楽しく、心が通じ合い、思い出
になるような交流とは？どんな対応？・・・などなど。 
　ところが、タンさんは「ようこそ我が家へ、タンさん！！」のWelcomeボードを見て大変感激して笑顔で素晴らしい
日本語で自己紹介を行い、直ぐに５人の孫たちとも打ち解け、和やかな雰囲気の中で、意思の疎通も図れて家族全
員安堵した我が家での歓迎会でした。 
　タンさんは、“いなみ野の里”の交流始め、日本の行事や文化、特に８月はお盆の行事やしきたり（供物、提灯、墓参
り）、花火、浴衣、盆踊りなどを体験して何事にも前向きで大変関心があり、質問も多くあり、私自身改めて忘れかけ
た日本を見直す機会になりました。 

　今回のホームステイで、家族・地域住民とのつながりを深め、有意義
な時間を共有することが出来ました。タンさんの説明するベトナムの歴
史・文化・習慣を真剣に聴き、また、ベトナム料理・日本料理を試食しなが
ら新たな人との和の広がりを感じました。異文化体験をすることで、お
互いに「国際交流」・「異文化交流」を身近に感じたのではないかと思
います。一番大切なことは、「自分のことだけでなく、ベトナムの国、人々
や相手の立場に立って考えることに気付く」この事が国際化だと思い
ます。 
　我が家での送別会には近隣住民の方々が料理を持ち寄り、心温まる
持て成しで、最後は全員で「ふるさと」を合唱し、炭坑節を踊って国境を越える人と人とのつながりを強く感じました。住民の方々か
ら、「国際交流」は自分たちには関係ないと思っていたが、素晴らしい出会いと感動があることを知りましたと、再会を約束しました。 
　タンさんと出会えて、本当に刺激的で感動ある一週間でした。 

モンゴルのオドノーさんが私の家に来ました。 
オドノーさんはとってもやさしい人でした。 
いっしょにゲームもしました。 
金曜日にふねであわじしまに行きました。 
土でおさらやコップをつくりました。 
よる、きれいなこうべの明かりを見ました。 
土曜日にみんなでボーリングに行きました。 
オドノーさんと私は生まれてはじめてで、たのしかったです。 
モンゴルのりょうりもつくりました。 
ぎょうざのようなホーショルをつくって食べました。 
かわのつくりかたを教えてもらって、「じょうず！」と言って
くれました。 
かわをつくるのはかんたんでした。 
アイロンビーズもつくって、花火大会もいっしょに行きました。 
オドノーさんはかみのけが長かったです。 
オドノーさんは、かえるときちゃんとしゃしんをとっていました。 
オドノーさんは８月９日がたんじょうびだったから、プレゼントをあげました。 
ついでに私のもかってくれました。 
とてもたのしかったですよ。 
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　２０歳前後の学生さんが、故郷を離れて他国で生活し勉強することは、期待感以上に、もしかしたらという不安感の方が大きいかもしれません。実
際に、日本で勉強しているということは、相当の努力をしているでしょうし、自身の気持ちが毅然としていなければいけないでしょう。私たち夫婦も、
彼らとは例は違うけれども、海外で生活し働いていた時は、楽しい気持ちもあるけれども一方で不安もありました。そのような経験を生かして、わず
かながらでも留学生の方々のお役に立てたら嬉しいなという気持ちで、今回応募させていただきました。 
　実施に受け入れてみて、アジアが母国の留学生だったからなのか、わりと文化や習慣が似通っている部分もあり、特に生活面では困ったことはあり
ませんでした。むしろ、とても謙虚な姿を見せてくれました。心配りや気遣いなど、まだ２０歳とは思えない面もありました。フリータイムの日は淡路島
のドライブをメインに朝から晩まで一緒に過ごし、とてもよい思い出作りができたと思います。海は生まれてから一度しか見たことがないというソブド
は、この日の計画をとても楽しみにしてくださったようでした。さらに、島から出港している船に乗り、クルージングをしたらもっと喜んでくれて、そん
な笑顔を見ているとこちらも嬉しくなり、連れてきて良かったなとしみじみ感じました。 
　今回、ソブドと一緒に生活してみて、日本語の大切さを感じました。ソブドを始めとした留学生の方々の受け入れを通して改めて感じましたが、同
時に自分たち自身が反省した点でもあります。私たちは、普段我々が日常親しい仲同士で話している会話や口調が、流行的なものであったり、省略し
過ぎていたり、あるいは汚い言葉で話しているのかと気付かされました。留学生の皆さんは、日本語を学ぶ際に教科書を元に忠実に正確な言葉を習
得しようとしています。「読むこと」「書くこと」「聞くこと」「話すこと」。最後の「話すこと」については、教科書すなわち書き言葉がお手本になって
います。彼らは本の中から出てきたかのような美しいセリフを一生懸命に話そうとしています。そうなると、私たちが日常親しい仲同士で話している
セリフが、ソブドや他の留学には伝わらないことがありました。前述したように、「自分はこんなに流行的な言葉を使っていたのか、あるいは、あまりに
も省略しすぎている言葉を使っていたのか・・・」などと、ハッとさせられました。日頃からもっと日本語本来の丁寧で美しい言葉を的確に使わなけれ
ばいけないなと実感しました。 
　また、ソブドは言葉を覚えようとする意欲以外に、一緒に生活していて、小さな疑問・素朴な疑問があれば質問してくるという好奇心旺盛な所にも
感心しました。異文化に接触していると不思議に感じることはたくさんあることでしょう。わからない点を曖昧にしないで、遠慮なくしかも謙虚に質
問してきてくれました。こちらも答えられる範囲ですが、熱心に優しく答えようとします。そうなると、ソブドも楽しくなるようで、さらなるコミュニケ
ーションがとれて盛り上がりました。たまには紙面を利用し、わかりやすく説明することもあり面白かったです。 
　日本人であろうと、海外の人であろうと、人間の心は同じものだなと感じました。素敵だなと思う気持ちや何かに一生懸命に打ち込む気持ち、辛
いことがあってもそれを克服していこうとする向上心、などなど、国境を越えて世界は皆一緒だなと感じました。 
　最後になりますが、今年の夏、留学生を受け入れて、私たち家族にも一つの思い出が出来ましたし、貴重な経験をさせていただきました。もちろん、
ソブドも喜んで下さったのではないかなと感じております。今後、ソブドとのふれあいはこのホームステイ限りのものではなく、これからもずっと心の
ふれあいを大切にしていきたいと思っております。 

ソブド 
　まず、私は日本語がちょっと下手なので、この作文を書くと、自分の気持ちを伝えられないかな
と心配しています。でも頑張ります。 
　私をホームステイさせてくださった家庭は本当に良かった。自分の家にいるように、自由にい
ろいろなことをさせてくださった。私の日本語の勉強にも気を付けて手伝ってくださいました。 
　初めていなみ野の里に来た時、子どもたちが演奏してくれて、花束もくれて、私たちをすごく
歓迎してくれました。 
　毎日のイベントは準備が本当に良いので、楽しく時間を過ごすことができました。 
　姫路城、茶道と華道は、私たちが日本文化について知るのに良い勉強の機会となりました。 
　他方で、私たち留学生は自分の国の習慣や文化を紹介することもできました。ホームステイ
させてくださった家庭に自分の国の料理を作ってあげた時も、美味しく食べてくださったと思い
ます。 
　このように、ふれあい交流“いなみ野の里”は私たち留学生にとって本当に楽しい休みだっ
たと思います。 
　一緒に過ごす時間が一週間しかありませんでしたが、以前に出来なかった色々なことが出来
るようになりました。 

　今回、ホストファミリーをさせていただき、夏の楽しいひと時を留学生と共に過ごす機会を与えていただき感謝しています。 
　この度、ペルーからの留学生グスタボをホームステイに受け入れている間、ホストゲストというような対応ではなく、家族の一人が外国から帰って
きたというように接していました。 
　夜はほぼ毎日、映画のＤＶＤを観ていました。私は英語を勉強しているので英字幕で、グスタボは日本語を勉強のために日本語音声で。時折出てく
るスペイン語、わからない英語や文化の違いを日本語、英語を使い私に説明してくれました。また、彼の知らない日本語“どんだけ～”といった流行語
を説明し、教え合いました。お互いにとって凄くいい勉強になったと思います。 
　一週間という短い間でしたが、多くのことを知り、学びました。それ以上に、グスタボが多くのこと発見し学んでくれていると幸いです。 

グスタボ 
　稲美町はとても親切なまちでした。私のホストファミリーは素敵に親切でした。 
いろいろな稲美町の場所を見物しました。とても面白かったです。 
　姫路城はとても大きなお城でした。姫路城の中は傾斜がとても多いので、私はと
ても疲れました。 
　私のホストファミリーはとても印象的でした。おじいさんとおばあさんとお兄さん
は、いつも私のためにいろいろなことをしてくれました。その間はありがとうござい
ました。 
　稲美町はとてもきれいで静かなまちです。土曜日の花火もとても美しかった。人々
はとても嬉しそうだった。良かった。 
　稲美町の皆さん、誠にありがとうございました。 

チャリン 
　実は稲美町への出発の前夜、私は眠れないほど「ホームステイに行くのは良かったのだろうか」と考えていた。私は昔から他人とおしゃべりした
りするのは下手だったためである。おそらく、一週間黙ったまま交流なんてできないと思っていた。もっとも、行こうと決心したのは確かに良かったけ
れども、だた立派な体験をもらった訳ではなく、大勢の友人もできたのである。 
　素晴らしい対面式で初めてホストファミリーのお母さん、橋田久子さんに出会った。その日、お孫さんのしょう君、すずちゃんもいらっしゃった。可
愛い子どもたちで、大変賑やかだった。ホストファミリーのお母さん、お父さんの橋田光夫さんも非常に優しい方だった。私が日本の生活様式につい
て質問がすれば、いつでも喜んで解説をしていただいた。さらに、豊富な日本の習慣や行事を教えてくださった。例えば、フリーデーの金曜日、赤穂
海洋科学館へ連れて行っていただいた。そこで、様々な塩作りを拝見した。如何にも、海水から天然の塩をホストファミリーとともに作ってみた。結
局、私、タイの留学生にとって日本のことが習え、面白かったのである。 
　また、私を家庭にこの一週間家族の一員として受け入れていただいて、本当に大喜びだった。毎日美味しいごちそうもくださって、ありがたさは言
葉にできないほどである。 
　ホストファミリーだけではなく、稲美町の皆さん、いなみ野の里のスタッフや学生たちや老人クラブや稲美町の各位の方などと一緒に種々なイベ
ントを楽しんだ。詳しく説明をする訳は要らなく、皆さんはこんなに楽しかった経験を覚えているに違いない。私は草履を作ったときも、稲美中学校
でインドのチキンカレーを作ったときも、美しい姫路城を訪問したときも、天満東小学校で遊んだときも、お抹茶を飲んだときも、生け花をしたときも、
英会話の皆さんと出会ったときも、全部忘れるわけには絶対にいかない。 
　胸が圧倒的にいっぱいだからもっと適当な言い方ができない。しかし、皆さんとふれあったことは、きっと絶えず私の心の中の宝物にしている。 

ソウラブ 
　今週、私は木村さんの家で住んでいました。木村ファミリーは
私にとても優しかったです。大阪外国語大学へ帰りたくないです。 
　今週はずっと忙しくて、とても面白くて、楽しかったです。ホー
ムステイ日程表のとおり、委員の方々は毎日留学生を面白い場所
へ連れて行ってくれました。例えば、老人クラブの方から日本の
昔の靴の作り方を習った（わらじ）。私は歴史が好きだから、姫路
城と万葉茶会は一番面白かった。 
　稲美町に来てちょっと太ったと思います。毎日お母さんは私に３
回美味しい料理を作ってくれました。 
　中学生と木村ファミリーに私はインドのチキンカレーを作って
差し上げました。私の名前を習字で書いて嬉しかった。この習字
は、私の外大の友だちに見せたいです。日本へ来て花火を初めて
見ました。その日、私は木村ファミリーにたくさんのプレゼントを
もらった。私もプレゼントを差し上げた。一緒に焼肉のバーベキ
ューもした。美味しかったです。忙しくても毎日私は宿題もした。
関西弁も今はちょっとわかるようになった。日本語はちょっと上手
になったと思います。お母さんとは何回も買い物に行った。その時、
稲美町の野菜や果物の値段がわかりました。全体的に値段はイ
ンドに比べて高かったです。特にスイカの値段には大きな差があ
りました。 
神社を初めて見た私は、お賽銭を入れて志望校に合格するよう
にお祈りしました。 
　私は稲美町の一週間を忘れません！！ 

　今回で３回目になりますが、毎年どうしようかな～と迷い、終わってみれば今
年もやって良かったと思っています。 
　留学生の名はソウラブ。インドから来日した１８歳の男の子で、明るくてとても
優しい子でした。 
　インドはご存知のように急成長の国で、彼は電子光学を専攻しています。「日
本の技術は素晴らしい」と言っていました。言語は都市によって異なり、インド人
同士でも通じないそうです。気温は４０℃～５０℃と大変暑く、日本は涼しいと言
うより夜はむしろ寒いらしく、寝る時はエアコンの温度を“３０℃”に設定して眠
るくらいです。 
　ところで、皆さんインド人はカレーをよく食べると思っていませんか？私はそう
思っていたので聞いてみると、特別な日しか食べないそうです。そこで、彼にイン
ドカレーの作り方を教えてもらうことにしました。日本のカレーとはずいぶん違
っていて、カレールーは使わず、たくさんのスパイスを使います。大変美味しかっ
たです。彼のお母さん直伝のチキンカレーのレシピを紹介しますので、作ってみ
てください。私にとって忘れられないカレーとなりました。 
 
【材料】 
玉ねぎ　中２個（すりおろす） コリアンダー　大さじ２杯 
じゃがいも　中４個（大きめの乱切り） ターメリック　大さじ１／４ 
鶏モモ肉　４００ｇ（１口大） ガラムマサラ　大さじ１／３ 
にんにくペースト　大さじ２杯 チリペッパー　大さじ１／３ 
しょうがペースト　大さじ２杯 塩　　　　　　大さじ１杯 
サラダ油　　　大さじ２杯 
 
【作り方】 
１． 圧力鍋にサラダ油大さじ２杯を入れ、玉ねぎのすりおろしたものを 
　全部入れて茶色になるまで焦がさないように炒める。 
２． スパイスを全部入れて混ぜ合わせる。 
３． 鶏肉とじゃがいもをいれ、５分間炒める（弱火） 
４． 水を３００ｃｃ入れて蓋をし、５分間煮る（強火） 
５． 火を止めて１０分間蒸す 

　８月５日、今年もまた満面の笑顔の９名の学生たちと照りつける太陽に勝るとも劣らないエネルギッシュ
で感動的な出会いが始まりました。 
　今年の我が家の学生はチャリン、タイ国出身の紅顔の穏やかな青年でした。彼は、我が家だけでなく、
常にどなたにも優しい笑顔で相手の表情を素早く読み取り、また、場の雰囲気に対して実に上手に融合
する様子は過酷で厳しい試験勉強をクリアした１８歳の若者だとはとても想像できませんでした。滞在中、
特に印象深かったのは「泰」の漢字に対する彼の思いです。来日の際、大学教授からイメージにあったあ
て字の国名を漢字で頂くそうですが、「泰」は彼が自国のイメージにぴったり重なることをとても喜んで
いて、自国の人々を愛し、かつ、新天地に住む人々には大きな共感の努力も決して怠らないという素晴ら
しい大局観に触れた時、私たちは庭の打ち水のような清々しい清涼感に浸りました。また、一週間という
限られた期間ですが、毎日とても興味深い文化・習慣・語学に接せられる路傍の人との楽しい出会いをと
ても感謝しつつ、人々は日常生活から脱出するため旅をすると言われますが、このホームステイプログラ
ムも私にとっては平凡な日々から脱出できる素晴らしい一週間の素敵な心の旅であったと思います。若
者は大人の心の古里であるという言葉をかみしめながら・・・。 

敦見　将人 
留学生　ツェレンフー・ソブド（モンゴル）　　愛　称　ソブド 

橋田　久子 
留学生　ボルバヌマス・チャリン（タイ） 
愛　称　チャリン 

船山　忠輝　　留学生　バスケス・アンヘル・グスタボ（ペルー）　　愛　称　グスタボ 

木村　京子 
留学生　マイティ・ソウラブ（インド）　　愛　称　ソウラブ 

ひさ こ まさ と 

ただ てる 

きょう こ 


